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連　
載

ふ
る
さ
と
の
伝
統
を
守
り
伝
え
る

―
―
伝
統
は
至
高
と
至
然
の
見
本

佐
藤
建
吉

代
表
理
事

一
般
社
団
法
人 

ｅ
ｆ
ｃ
ｏ
．
ｊ
ｐ

一
般
社
団
法
人
洸
楓
座

Something
NEWS
ふるさと

第㉘回

▼
伝
統
は
体
験
か
ら

２
０
２
０
年
２
月
10
日

、

神
田
明
神
で
開
催
さ
れ
た

『
世
界
に
誇
る
日
本
の
「
木

の
文
化
・
木
の
お
も
て
な

し
」
を
考
え
る
』
で
の
公
開

座
談
会
に
参
加
し
た
。
パ
ネ

ラ
ー
は
、
涌
井
史
郎
氏（
造

園
家
、
岐
阜
県
立
森
林
文
化

ア
カ
デ
ミ
ー
学
長
）
、
隈
研

吾
氏
（
建
築
家
、
東
大
教

授
）
、
デ
ー
ビ
ッ
ド
・
ア
ト

キ
ン
ス
氏
（
日
本
文
化
財
研

究
家
、
小
西
美
術
工
藝
社
社

長
）
で
あ
っ
た
。

各
界
を
代
表
す
る
三
人
の

発
言
は
大
変
参
考
に
な
っ

た
。
こ
の
座
談
会
で
、
異
彩

を
発
し
た
の
は
、
ア
ト
キ
ン

ス
氏
。
イ
ギ
リ
ス
出
身
と
い

う
こ
と
で
、
他
の
二
人
と
は

背
景
が
異
な
る
面
が
あ
る
。

隈
氏
も
、
海
外
で
は
日
本
人

と
し
て
異
文
化
の
コ
メ
ン
ト

が
で
き
る
だ
ろ
う
が
、
ア
ト

キ
ン
ス
氏
は
極
め
て
ユ
ニ
ー

ク
で
あ
っ
た
。

こ
の
行
事
は
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
促
進
・
地
方
創
生
・
地
域

材
の
需
要
拡
大
を
意
図
し
て

い
る
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
は

４
０
０
０
万
人
の
観
光
客
を

迎
え
る
目
標
で
、
日
本
の
伝

れ
た
よ
う
な
も
の
。
20
万
円

の
作
品
で
あ
る
と
い
う
。

次
に
伺
っ
た
の
が
奈
良
墨

の
野
田
盛
弘
氏
。
小
学
生
の

時
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い

る（
株
）
呉
竹
の
顧
問
で
あ

る
。
墨
の
製
造
工
程
を
説
明

し
て
頂
い
た
。
古
来
よ
り
伝

式
用
で
あ
る
。
宮
中
祭
事
の

大
嘗
祭
で
も
新
皇
后
が
持
た

の
早
坂
良
行
氏
と
意
見
交
換

し
た
。
江
戸
和
竿
は
、
２
０

わ
る
製
法
に

は
、
職
工
の

手
作
業
の
技

が
隠
さ
れ
て

い
る
。
１
０

０
０
年
以
上

の
歴
史
が
あ

り
、
誇
り
が

満

ち

て

い

る
。
文
具
コ

ー
ナ
ー
で
は

雄
勝
硯
や
越

中
和
紙
も
訪

ね
た
。

竹
工
品
で

は
、
横
浜
に

在
住
の
江
戸

和
竿
組
合
員

れ
は
、
人
工
物

の
利
用
で
環
境

負
荷
を
与
え
る

の
で
は
な
く
、

自
然
素
材
を
用

い
た
伝
統
工
芸

品
が
地
球
温
暖

化
防
止
に
貢
献

す
る
と
い
う
回

帰
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
筆
者
の

い
う
「
自
然
か

ら
至
然
」（
本

紙
、
第
96
号
９

面（
２
０
１
８

年
１
月
22
日
発

行
）
と
一
致
し
、

応
援
し
た
い
。

あ
る
。

短
い
時
間

で
の
伝
統
工

芸
品
の
視
察

で
あ
っ
た
が
、

現
地
を
訪
ね

作
業
の
工
程

や
現
場
を
見

て
、
あ
る
い

は
体
験
し
た

い
と
思
っ
た
。

ま
た
、
イ
ン

バ
ン
ド
対
応

に
は
、
日
本

人
自
身
が
「
体

験
す
る
、
交

流
す
る
、
学

ぶ
」
か
ら
な

る
「
新
る
る

ぶ
」
が
必
要
で
あ
る
と
も
思
っ

た
。

▼
自
然
素
材
の
伝
統
工
芸
品
が

 

地
球
温
暖
化
防
止
に
貢
献

京
扇
子
の
大
村
氏
は
、「
京

都
、
地
球
温
暖
化
防
止
伝
統

工
芸
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」(htt

ps:// ww w.kyofuan.com/
eco

）
を
主
宰
し
て
い
る
。
そ

 

最
後
の
写
真
は
、
置
賜
紬

（
つ
む
ぎ
）で
、
山
形
県
の
米

沢
、
長
井
、
白
鷹
に
生
ま
れ

た
高
度
な
染
め
と
織
り
の
技

法
が
、
若
き
職
人
に
後
継
さ

れ
て
い
る
。
作
品
を
見
る

と
、
色
合
い
と
色
調
、
そ
し

て
テ
ク
ス
チ
ャ
ー
の
素
晴
ら

し
さ
を
感
じ
る
。
モ
ダ
ン
で

に
参
加
し
て
お
り
、
南
青
山

１
丁
目
駅
か
ら
の
道
の
り

で
、「
伝
統
工
芸
青
山
ス
ク

エ
ア
」（
全
国
伝
統
的
工
芸

品
セ
ン
タ
ー
）
の
前
を
通

る
。
そ
こ
に
は
以
前
も
寄
っ

て
み
た
が
、
今
回
は
ア
ト
キ

ン
ス
氏
の
言
葉
に
触
発
さ
れ

て
、
何
か
購
入
す
る
つ
も
り

で
店
内
に
入
っ
た
。
入
り
口

近
く
に
、
漆
器
が
展
示
し
て

あ
る
。
会
津
塗
は
じ
め
い
く

つ
か
見
た
が
、
蓋
つ
き
の
お

椀
で
「
川
連
漆
器
」
の
も
の

が
気
に
い
っ
た
。
漆
塗
り
の

箸
も
つ
け
て
１
万
５
０
０
０

円
で
購
入
し
た
。

翌
日
か
ら
、
早
速
使
い
楽

し
ん
で
い
る
。
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
の
ガ
イ
ジ
ン
に
も
、
日
本

の
伝
統
品
の
良
さ
と
価
値

を
、
そ
し
て
文
化
も
語
れ
そ

う
だ
。

▼
伝
統
的
工
芸
品
展

青
山
ス
ク
エ
ア
で
、
東
武

百
貨
店
池
袋
店
８
Ｆ
催
事
場

で
、
２
月
20
～
25
日
に
、
伝

統
的
工
芸
品
展
「
Ｗ
Ａ
Ｚ
Ａ

２
０
２
０
」
の
チ
ラ
シ
を
頂

い
た
。
最
終
日
の
25
日
に
出

か
け
た
。
会
場
に
は
、
ふ
る

さ
と
工
芸
品
、
織
物
・
装
飾

品
・
繊
維
品
、
木
工
品
・
金

工
品
、
陶
磁
器
・
漆
器
、
人

形
・
こ
け
し
、
和
紙
・
文

具
、
さ
ら
に
仏
壇
・
仏
具
な

ど
、
約
１
０
０
コ
ー
ナ
ー
の

展
示
が
あ
り
、
賑
わ
い
と
華

や
か
さ
が
あ
っ
た
。

伝
統
的
工
芸
品
は
、
経
済

産
業
大
臣
が
指
定
し
た
も
の

で
、
次
の
条
件
に
合
致
し
た

も
の
で
あ
る
と
い
う
。

❖
主
と
し
て
日
常
生
活
に
使

わ
れ
る
も
の
❖
主
要
工
程
が

手
作
り
で
あ
る
こ
と
❖
１
０

０
年
以
上
前
か
ら
続
い
て
い

る
技
術
・
技
法
で
作
ら
れ
た

も
の
❖
１
０
０
年
以
上
前
か

ら
使
わ
れ
て
い
る
原
材
料
で

作
ら
れ
る
も
の
❖
産
地
が
あ

る
程
度
の
規
模
を
保
っ
て
い

る
こ
と

▼
展
示
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

展
示
会
場
で
職
人
や
組
合

代
表
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し

統
を
観
て
体
験

す
る
こ
と
を
Ｐ

Ｒ
し
て
い
る
。

ア
ト
キ
ン
ス
氏

は
い
う
。「
日

本
の
伝
統
を
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド

客
に
伝
え
る
の

に
、
日
本
人
は

日
本
の
伝
統
品

を
使
っ
て
い
ま

す
か
？
日
本
人

が
使
わ
な
い
も

の
を
ガ
イ
ジ
ン

は
、
使
わ
な
い

し
関
心
を
持
ち

ま
せ
ん
よ
」と
。

筆

者

は

毎

月
、
ド
イ
ツ
文

化
セ
ン
タ
ー
Ｏ

Ａ
Ｊ
で
の
例
会

た
。最

初
に
伺

っ
た
の
が
、

筆
者
の
好
き

な
「
風
神
・

雷
神
」
の
扇

子（
檜
扇
）を

出
展
し
た
京

扇
子
の
伝
統

工
芸
士
・
大

村
豪
氏
。
俵

谷
宗
達
の
図

柄
を
扇
子
に

描
い
た
。
こ

れ
は
、
残
念

な
が
ら
庶
民

の
日
用
品
で

は
な
く
、
儀

▶
Ｗ
Ａ
Ｚ
Ａ
２
０
２
０
会
場
風
景

＠
池
袋
東
武

◀
奈
良
墨
の
野
田
盛
弘
氏

◀
江
戸
和
竿
の
早
坂
良
行
氏

▶
置
賜
紬
の
作
家
、
斎
藤
正
文
氏

▶
京
扇
子
の
大
村
豪
氏

な
、
伊
賀
く
み
ひ
も
等
々

も
取
材
し
た
。

０
年
の
歴
史
が
あ
る
と
い

う
が
、
後
継
者
不
足
で

あ
り
、
ま
た
素
材
の
竹

の
入
手
も
困
難
で
あ
る

と
い
う
。
節
と
節
の
間

が
詰
ま
っ
た
竹
が
、
竿

の
握
り
部
分
に
使
わ
れ

る
が
、
そ
う
し
た
竹
は

密
集
し
た
竹
林
で
は
得

ら
れ
ず
、
太
陽
の
光
が

差
し
込
む
広
い
竹
林
が

必
要
で
あ
る
と
い
う
。

伝
統
は
、
技
だ
け
で
な

く
自
然
環
境
も
条
件
と

な
る
。

ほ
か
に
、
八
女
福
島

仏
壇
、
山
中
漆
器
、
堺

打
刃
物
、
薩
摩
糸
び

☆各イベントの開催について☆
現在、新型コロナウィルスへの
対応の影響で、各種イベントの
中止・延期が相次いでいます。
開催の可否については事前に直

接ご確認ください。

◆自治体総合フェア2020 （第24回）Local Go
vernment Fair 2020（LGF2020）
会期：2020年5月20日（水）～ 22日（金）▷開
催時間：10：00 ～ 17：00▷会場：サンシ
ャインシティ 展示ホールA ／コンファレ
ンスルーム（東京都豊島区東池袋3-1-1）▷
入場料：無料（原則は招待券持参者・事前
登録者、当日登録者も可）▷主催：一般社
団法人日本経営協会/問合せ先：https://
noma-lgf.jp/2020/

◆JECA FAIR 2020 ～第68回電設工業展～
会期：2020年5月27日（水）～ 29日（金）▷開
催時間：＜27日＞10：30 ～ 17：00 ／＜28
日＞10：00 ～ 17：00 ／＜29日＞10：00 ～
16：30▷会場：インテックス大阪3・4・5
号館（大阪府大阪市住之江区南港北1丁目5-

102）▷主催：一般社団法人日本電設工業協
会/問合せ先：JECA FAIR 事務局03-5413-
2163

◆九州アグロ・イノベーション2020（構成展
示会：九州 農業資材展／九州 スマートア
グリ技術展／九州 農産物加工・流通技術
展／九州 畜産資材展／九州 鳥獣対策・ジ
ビエ利活用展）
会期：2020年6月17日（水）・18日（木）▷開
催時間：9：30 ～ 16：30▷会場：マリンメ
ッセ福岡（福岡県福岡市博多区沖浜町7-1）
▷入場料：1,000円（招待状・事前登録証持
参者は無料）▷主催：一般社団法人日本能
率協会/問合せ先：事務局03-3434-1988（日
本能率協会 産業振興センター内）

◆第15回再生可能エネルギー世界展示会＆
フォーラムRENEWABLE ENERGY 2020
会期：2020年7月8日（水）～ 10日（金）▷開
催時間：10：00 ～ 17：00▷会場：パシフ
ィコ横浜（神奈川県横浜市西区みなとみら
い1丁目1）▷入場料：無料（登録入場制）▷
主催：特定非営利活動法人再生可能エネル
ギー協議会/問合せ先：事務局03-5297-
8855（シー・エヌ・ティ内）

◆下水道展’20大阪
会期：2020年8月18日（火）～ 21日（金）▷開
催時間：10：00 ～ 17：00（初日開館10：30
／最終日閉館16：00）▷会場：インテック
ス大阪 1 ～ 5号館、センタービル他（大阪

市住之江区南港北1-5-102）▷主催：公益社
団法人日本下水道協会/問合せ先：事務局
03-6808-9380

●発電事業者向けDIYオンサイト研修
①会期：2020年4月24日（金）▷開催時間：
10：00 〜 17：00▷会場：関東研修センタ
ー（埼玉県北足立郡伊奈町）
②会期：2020年6月26日（金）▷開催時間：
10：00 〜 17：00▷会場：関西研修センタ
ー（滋賀県大津市雄琴）
③会期：2020年8月28日（金）▷開催時間：
10：00 〜 17：00▷会場：東北研修センタ
ー（宮城県遠田郡）
▷対象：発電所オーナー▷参加費：30,000
円(税別) ／ 1名 ＊昼食代込み、交通費・
宿泊費は含まず▷主催：一般社団法人新エ
ネ ル ギ ー O&M協 議 会/詳 細・ 申 込 み：
http://c.bme.jp/18/2528/268/1652

●第27回燃料電池シンポジウム
会期：2020年5月21日（木）・22日（金）9時～ 
＊ 交 流 会：21日18：30頃 よ り（一 律1名
8,500円）▷会場：タワーホール船堀2階・1
階（東京都江戸川区船堀 4-1-1）▷参加費：
会員・非会員・学生や早期割引など各種設
定あり要確認▷主催：一般社団法人燃料電
池開発情報センター（FCDIC）/問合せ先：シ
ンポ事務局03-6206-0231

●第11回防災・減災セミナー 2020

会 期：2020年5月22日（金 ）▷ 開 催 時 間：
10：00 〜 17：30（9：30開場）▷会場：大田
区産業プラザPiO（東京都大田区南蒲田1丁
目20-20）▷参加費：無料▷主催：防災ログ
実行委員会/問合せ先：防災ログ運営事務
局050-5357-2772

●Energy Storage Summit Japan2020
（ESSJ2020）
会期：＜エグゼクティブ・デイ（招待者の
み）＞2020年6月23日（火）・＜会議・公開セ
ミナー＞24日（水）▷開催時間（24日）：10：
00 ～ 17：30 ネットワーキング・レセプシ
ョン17：40 ～ 19：00▷会場：イイノホー
ル＆カンファレンスセンター Room A（東京
都千代田区内幸町2-1-1）▷入場料：①一日
券（ランチ・レセプション含む）＝3万3,000
円／②一日券早期割引（2020年3月31日まで
の申込みに適用）＝2万6,400円／③-1半日
券（ランチ含まれず）・午前＝1万7,600円／
③-2半日券（ランチ含まれず）・午後＝1万
7,600円 ＊いずれも税込み▷主催：メッ
セ・デュッセルドルフ・ジャパン/問合せ
先：メッセ・デュッセルドルフ・ジャパン
ESSJデスク03-5210-9951

新エネルギー関連
イベントカレンダー（2月～ 5月）

※開催日時等内容に変更が生じる場合もあ
ります。詳細は各事務局資料でご確認下さい。

学会／セミナー／講演会

展示会


